
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

きれいな花、面白い昆虫、美しい自然。どれを取っても不思

議が詰まっています。不思議を感じるかどうかはその人次第。 

 今回は、いくつかの花や昆虫の生態を見ながら、なぜそれら

を撮影しようと思ったのか、そのきっかけはなんだったか、何が

面白いのか、などに触れます。 

「好奇心」は誰もが生まれながらに持っている感性です。そ

れを発見し、伸ばすためにはしっかりした目を持つことが大切

だと思います。物事をよく見ること、本を読むことから全てが始

まります。病弱で内気だった自分が現在に至ったのは、全て

「好奇心」から始まっています。 

様々なものを見、知り、行動することによって世界が広がっ

てゆく。その結果として人生がより楽しくなるのです。 

 昆虫植物写真家 山口 進    講 師 

 11月18日（土）13：00～14：30 開講日 

 一般2,800円（会員2,600円）＋税 受講料 

好奇心は人生を楽しくする 

山口進（やまぐちすすむ） 

1948 年、三重県生まれ。コンピューター会社勤務を経て独立。昆虫植物写真家。「共生」をテーマ
に世界中を巡る。著書は、『世界クワガタムシ探検記』『実物大巨大昆虫探検図鑑』『米が育てたオ
オクワガタ』（以上、岩崎書店）、『地球 200周！ ふしぎ植物探検記』（PHPサイエンス・ワールド新
書）、『砂漠の虫の水さがし』（福音館書店）、『カブトムシ 山に帰る』（汐文社）など多数。「ジャポニ
カ学習帳」（ショウワノート）の表紙写真を発売から 40 年以上にわたって撮影。NHK「ダーウィンが
来た！」「ワイルドライフ」などの企画撮影も担当している。山梨県在住。 

～世界のふしぎな植物、昆虫探検記～ 

7年に一度しか咲かない

ショクダイオオコンニャク 

蜂をねらうハナカマキリ 

アンテナのような角を持つヨツコブツノゼミ 
 

スタートデザートピー 

ジャポニカ学習帳の表紙を 40年以上撮り続ける写真家が語る 


